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【背景】 

原因不明の消化管出血（OGIB）の診断にカプセル型小腸内視鏡は有用である 

しかし OGIB 症例の内服薬の変遷について詳細に調べた報告はない。 

【目的】 

当院の OGIB 症例の動向と非ステロイド性抗炎症薬（NSAID）や抗血栓薬処方状

況の推移を調査し、予防や治療の一助とする。 

【方法】 

当院で2007年１月から2021年５月にカプセル型小腸内視鏡検査を施行した994

症例のうち、OGIB 精査目的であった症例で、内服薬（NSAID、抗血栓薬）、NSAID

外用薬について前期（2012 年以前）と後期（2013 年以降）に分けて比較検討し

た。 

【結果】 

前期と後期でカプセル内視鏡施行数に有意差はなく、半数がOGIB症例であった。

前期に比べて後期では Overt が減少していた。前期・後期とも DOAC に比べてワ

ーファリンの内服症例が多かった。ワーファリンでは血管性病変が有意に多か

った。後期群の OGIB 症例で NSAID 湿布処方症例が有意に増加していた。 

【結論】 

当院のカプセル内視鏡施行症例のうち、OGIB 症例の占める割合は減少している

が、NSAID 外用薬に起因する小腸出血例が増加している傾向が認められた。 
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